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研究成果の概要（和文）：本研究は、教員養成課程の大学生を対象に、間身体コミュニケーショ

ン力を育成する体育授業のための評価システムの構築をめざして、自己評価活動及び相互評価

活動と評価ツールを活用した研究授業を行った。その結果、学習者は、授業における個々の活

動の意味を理解して主体的に授業に取り組むことができ、また、教材の特性に応じて、グルー

プ活動を活性化させるための行動や言葉かけを工夫し行うことができるようになった。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct of assessment system 

of Physical Education class. We planned and performed the experimental lessons which 

utilized self-assesment activity and peer-assesment activity, and evaluation tools. As 

a result, the following facts became clear. After these lessons, students were able to 

understand the meaning of each activity in lessons, and could tackle lessons actively. 

And students could carry out devising the action or the language to activate group activity 

according to the characteristic of teaching materials. 
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１．研究開始当初の背景 
 2006 年 7 月の中央教育審議会の答申には、
教員に求められる資質能力の項目において、
優れた教師の条件として「豊かな人間性や社

会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関
係能力、コミュニケーション能力などの人格
的資質、教職員全体と同僚として協力してい
くこと」が示されており、2008 年 1 月の中
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央教育審議会の答申では、学習指導要領の改
善の基本方針として、体育において「集団的
活動や身体表現などを通じてコミュニケー
ション能力を育成すること」が示されている。 
 このように、学校教育現場、特に、体育科
教育においてはコミュニケーション能力の
育成は今日的課題であり、教師教育において
も身体活動を通したコミュニケーション能
力、特に仲間意識を持って協同的に行動する
力の育成は急務であるといえる。 
筆者らは、教員養成課程大学１年生を対象

に、間身体コミュニケーション力と同僚性の
育成を促す体育授業のプログラム開発に取
り組んできた(廣兼・大橋 2007,2008,2009)。
その結果、「体ほぐし」「レクリエーションゲ
ーム」「レクリエーションダンス」の活動を
用いた教育プログラムを構築することがで
きた。しかし、作成された教育プログラムに
ふさわしい評価システムの構築については、
まだ開発途上であり、早急な検討が求められ
ている。そこで、本研究では、その構築に取
り組むこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、教員養成課程入門期の大学生を

対象に、教師として必要な「児童・生徒が体
の姿勢・表情・行動などを通して意識的・無
意識的に発信する心の声を受け取り応答す
るからだの力(以下、本研究では、これを「間
身体コミュニケーション力」と称する)」及
び「仲間と協力し合って一つの活動をつくり
上げていく同僚性」を育成する教育プログラ
ム開発の一環に位置づくものである。なかで
も、本研究では、一連の教育プログラムにお
ける評価システムの構築をめざすことを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、以下のような方法で進めること
とした。 
(1)研究授業を実施し、学習者同士が「活動
を通して得られた身体感覚の気づきや感
情」「グループやペアでの活動の活性化や
深化を促す有効な言葉かけや行動」などに
ついて互いに考えたことや発見したこと
を語り合う「シェアリング」の仕組みを試
行的に設定する。研究資料として、授業で
の学習者の内省文や学習記録を収集する。 

(2)(1)の研究授業で得られた学習者の言葉
や行動を KJ法によりカテゴリーを抽出し
て分析したり、SPSS Text Analysis for 
Surveys 3.0を用いてキーワードを抽出し
て分析したりする。学習者の自己評価行為
や学習者同士の相互評価行為に着目し、そ
れらをふりかえる内省文が、授業中のどん
な状況について書かれているかを考察す
る。 

(3)(2)により明らかになった学習者の自己
評価行為及び相互評価行為とその作用に
着目し、間身体コミュニケーション力が向
上するためには、「どんな状況でどんな行
動ができることが望ましいか」を明らかに
する。 

(4)(3)により明らかになった「望ましい行
動」をもとに、学習者による自己評価及び
学習者間での相互評価のための評価項目
を設定する。 

(5)(4)により設定された評価項目を用い、学
習者の自己評価・相互評価及び教員による
評価を組み合わせた評価システムの試作
への手がかりを得る。 
本研究では、より多くの事例を確保する

ため、研究代表者(廣兼)と研究分担者(大
橋・上越教育大学)の両名が研究授業の場
を提供し合う。また、考察の妥当性を保障
するため、互いが収集した質的データの分
析結果を検討し合う。また、互いの研究授
業の分析をスーパーバイザーとしてチェ
ックし、分析結果を再検討する。 

 
４．研究成果 
 本研究では、研究代表者及び分担者がこれ
まで継続的に取り組んできた教員養成課程
入門期の間身体コミュニケーション力育成
プログラム研究の成果をもとに教材を構成
し、「体ほぐし」「レクリエーションゲーム」
「レクリエーションダンス」を中心的題材と
した体育授業における評価システムの構築
に取り組んだ。 
本研究で構築する評価システムは、「学習

者の自己評価」「学習者同士の相互評価」「教
師による評価」の 3種から構成することとし
た。このうち、本研究で作成・試行・検討が
できたのは、「学習者の自己評価」「学習者同
士の相互評価」である。 
本研究では、研究授業を実施し、毎時の学

習過程における学習者の自己評価活動及び
相互評価活動の策定と評価ツールの設計に
取り組んだ。 
研究授業の対象は、平成 22(2010)年度に実

施した A大学教育学部における教養教育科目
「スポーツ実習Ⅰ」の授業及びその履修者で
ある。A大学教育学部 1年生を対象とした「ス
ポーツ実習Ⅰ」の授業は、履修者を 1班あた
り 30名程度の 6班に分けて「陸上運動」「器
械運動」「球技」「体操・表現運動」の 4領域
でローテーションを組み実施されている。本
研究は、そのうち「体操・表現運動」領域の
授業を対象とした。 
 
実施期間：平成 22年 4月 27日～7月 27日  
全 4時間の授業を 6回反復して実施した。 
対象者：S大学教育学部 1年生 176名及び
科目等履修生 1名(男子 65名 女子 112名) 



 

 

計 177名 
実施場所：A大学柔道場 
 
研究授業にあたり、評価項目は、学習者の

内省文を手かがりに、「学習者自身の自己受
容」「他者受容」「他者理解」の観点から、「ど
んな状況下で、どんな行動ができればよい
か」が明示できるように設定した。具体的に
は、以下の項目を設定し、研究授業の際に学
習者に提示した。 
(1)仲間と楽しく授業に参加することができ
る。 

(2)仲間の体を大切にして丁寧に関わること
ができる。 

(3)仲間の意見に耳を傾けたり支持したりで
きる。 

(4)課題の達成に向けて仲間と積極的に意見
を出し合える。 

(5)仲間に声をかけることができる。 
(6)アイコンタクトを使って仲間と一緒に動
くことができる。 

(7)表情や動きから相手の気持ちを感じるこ
とができる。 

(8)試行錯誤しながら動きを工夫できる。 
(9)仲間を励ましたり支援したりできる。 
(10)仲間と一つになったように感じられる。 
これらの目標の達成に向けて、毎時の授業

のテーマを設定し、一つひとつのテーマが単
元全体の目標の達成に向かって段階的に積
み上げられていくように展開を構成した。 
そして、単元全体の目標の達成へ学習者の

意識を向けるために、毎時の授業の冒頭にそ
の時限の活動についてのオリエンテーショ
ンをおこない、単元全体を通しての達成目標
を模造紙に書いて毎回掲示した。さらに、毎
時のオリエンテーションでは、毎時の授業の
テーマを伝達し、その時間の活動が総体とし
て何を身につけることをねらいとしている
のかを明示した。同時に、その日の授業でど
んな活動をするのかについても冒頭のオリ
エンテーション時に提示した。その際、個々
の活動が何をねらいとし単元目標のうち主
としてどれを達成することを期待されて設
定されているのかについても伝達した。 
研究授業では、具体的な評価ツールとして、

「今日の学習記録」シートを作成し、毎時の
活動後にふりかえりの時間を設定して、活動
内容、自己評価、各達成目標に関して、でき
るようになったことや今後の課題などを記
録するようにした。 
また、単元末には、学習者自身が全ての記

録を綴じたものを読み返し、自分の記録の変
化を分析しながら総括的な自己評価をおこ
なうという課題を設定した。 
研究授業の実施後、本研究で設計した評価

ツールを学習活動の中でどのように提示し
活用すれば学習者の主体的な自己評価活動

を促すことができるかについて考察した。考
察にあたっては、授業終了時の学習者の内省
文や学習記録を資料として用い、SPSS Text 
Analysis for Surveys 3.0を用いて分析した。 
単元末課題の一つに「毎回の授業の冒頭で

『今日のテーマ』や活動の目標を聞いたこと
は取り組みの姿勢に何か影響を与えたか。与
えたとすればどんなことだったか。」という
設問を設定し、学習者 177名全員の回答を得
た。そのうち、「影響を与えた」と回答した
のは 159名であり、全体の 89.8%を占めてい
た。したがって、目標やテーマの提示は殆ど
の学習者に対して何らかの影響を与えてい
たといえる。影響を与えた」と回答した 159
名の内省文からどんな影響だったかに関す
る記述を拾い上げ、分析した。 
その結果、学習者の内省文から以下の【 】

に示す 25の主題を抽出することができた。 
【活動の意味を理解】【めざす方向が明確】
【何に気をつけて活動したらいいかわかる】
【自分なりに考えて行動できる】【どうした
ら達成できるか考える】【随時テーマを確認
できる】【意識して行動できる】【ふりかえり
の観点が明確】【自信をもってふりかえるこ
とができる】【到達度の確認ができる】【達成
感・満足感が得られた】【授業を受けっぱな
しにならない】【意味のある活動になる】【何
かを学ぶ】【自分の将来につなぐ】【活動内容
とテーマのつながりに気づく】【皆で目標を
共有】【一体感がうまれた】【授業に取り組み
やすい】【積極的に取り組む】【自主的に取り
組む】【スムーズに行動する】【気持ちの切り
替えができる】【一つひとつの活動に集中で
きる】【活動にメリハリがつく】 
各カテゴリーに分類された学習者の内省

文の典型例は以下の通りである。 
【活動の意味を理解】 
「活動の目標があることで一つ一つの活動
をする意味がよく分かり取り組みやすかっ
たです。」 
【めざす方向が明確】 
「目指す方向性が明確になった。また、漠然
と活動に取り組むのではないので、反省も
しやすかった。」 
【何に気をつけて活動したらいいかわかる】 
「目標を明確に持つことが出来たので、どん
な所に気を付ければ良いのか、周りとどの
様にコミュニケーションを取れば良いのか
など、活動する上でのヒントになりまし
た。」 
【自分なりに考えて行動できる】 
「授業の冒頭で今日のテーマや活動の目標 
を聞いたことでそのことを意識して授業に
取り組んだので、ただ単に言われたことを
するのではなく、自分なりに考えて行動す
ることができました。」 
【どうしたら達成できるか考える】 



 

 

「授業の冒頭で目標を聞くことで何のため
にしているのかが明確になり、自分で目標
が達成されているのかを考えたり、どう工
夫するとその目標に近づけるのかを思考す
るようになった。また、目標を聞くことで
目指すものができ、一生懸命さが自分の中
で増したように感じた。」 
【随時テーマを確認できる】 
「今日のテーマが授業中ずっとホワイトボ
ードに書いてあったので、随時テーマの確
認をすることができました。」 
【意識して行動できる】 
「授業の内容やねらいがはじめから分かっ
ていることで目標を授業中に意識してその
達成に励んだり、前の時間に足りなかった
ところを考える時間ができ、それを克服す
ることができた。」 
【ふりかえりの観点が明確】 
「今日のテーマや活動の目標を聞いたこと
で、今日はこういうことをするんだなとい
う見通しが立つし、そうゆう風に行動でき
てるかなと確認できた。」 
【自信をもってふりかえることができる】 
「今日のテーマや活動目標を毎回聞くこと
でその活動では特にどんなことに重点をお
こう、と前向きな姿勢が出来、また記録に
も自信をもって書くことができた。」 
【到達度の確認ができる】 
「テーマを最初に聞いておくことで、授業内
容の意味を理解でき、より積極的に取り組
むことができました。自分が目標に到達で
きたかどうか、どこまで目標に近づくこと
ができたかどうか考える機会ができよかっ
たです。」 
【達成感・満足感が得られた】 
「どんなことに気をつけてたら良いかが分
かりました。目標を持った取り組みにつな
がり、こんなことを感じながら授業を進め
ればというイメージが持てました。そのた
め取り組みを実行した時自分は目標として
いることを感じれているという達成感や満
足感が得られました。」 
【授業を受けっぱなしにならない】 
「目標を授業の最初に聞くことで、９０分間
の授業の中で大切にすること、自分のすべ
きことが認識できると共に、授業の最後に
目標に対して自分を見つめかえすことが出
来たので授業を受けっぱなしにすることが
なかった。」 
【意味のある活動になる】 
「授業の初めに目標を決めることにより先
生が何を意図してこのような授業をやって
いるのかが明確になり、どのようにしたら
上手くいくかも明確となり、より意味のあ
る活動ができた。」 
【何かを学ぶ】 
「今日のテーマや活動の目標を明らかにす

ることによって、ただ楽しむだけではなく
この時間も授業であり何かを学ばなければ
ならないということを意識できた。授業の
最後に学習記録を書く時になってこの時間
の自分は目標を達成できただろうかと振り
返ることが多かった。」 
【自分の将来につなぐ】 
「テーマと目標、そこから達成できる内容を
説明され、今日のテーマをクリアしたらこ
ういう目標が達成できるんだなと思いとて
も熱心に授業を受けることができました。
これからの教育実習、基礎体験活動での分
野でも役立つと私は考え、毎回のテーマの
自己の達成基準などを考え授業の後などで
反省するようにしていました。」 
【活動内容とテーマのつながりに気づく】 
「毎回授業の終わりに振り返っている時、あ
ぁ今日のテーマに基づくとこの内容になる
のかと気付かされることがあり次の授業に
前回のテーマや目標をふまえて臨むように
なりました。」 
【皆で目標を共有】 
「影響は与えたと思う。目標を明確に定めた
ことに対してみんなの焦点が定まり、その
達成に向けて一丸となる、という雰囲気で
ある。」 
【一体感がうまれた】 
「何を意識して活動に取り組めばよいかが
分かり、ひとつひとつの活動をしっかり取
り組めた。またみんなで共通の意識をする
ことが出来るため、一体感がうまれたと思
う。」 
【授業に取り組みやすい】 
「冒頭で今日のテーマを聞くことによって
活動内容の軸がぶれず進んで活動に参加す
ることができた。何のためにこの活動があ
るかがはっきりしていたため授業に取り組
みやすかった。」 
【積極的に取り組む】 
「その日にどんな目標を持って、どのような
活動をするのかということが明確に提示さ
れていたので、より積極的に素早く動くこ
とができたと思います。」 
【自主的に取り組む】 
「今日のテーマや活動の目標を聞くことに
より、何とか自分なりに達成したいという
心意気のため、進んで自分から仲間に声を
かけたり、自由に動いたりと、自主的に取
り組むことへの強いやる気が湧いた。」 
【スムーズに行動する】 
「今から何をするのかわかることでスムー
ズに動くことがわかりました。また、テー
マや目標を聞くことで、活動の目的が明確
になり、活動を行なうことで、どんなこと
を学ぶことができるのかわかり、より授業
に目標を持って参加することができまし
た。」 



 

 

【気持ちの切り替えができる】【一つひとつ
の活動に集中できる】 
「事前に説明されることで、次の行動への気
持ちの切り替えがしやすかった。また、そ
れによって１つひとつの活動に対して、す
ごく集中することが出来た。」 
【活動にメリハリがつく】 
「目的が明確になり何に気をつけて活動す
ればよいかが分かり目的意識をもって活動
することができた。次やることがわかって
いるためメリハリをつけて活動をすること
ができた。」 
これらの典型例の文脈に着目すると、抽出

された主題がどのような構造を形成してい
るかを明らかにすることができる。そこで、
文脈の展開にそって各主題を並べてみた。学
習者の内省文から抽出された主題を授業の
展開にそって時系列に並べ、授業の展開にそ
った学習者の取り組みの可視化を試みた。 
 その結果、毎時の授業で自己評価項目を提
示し、自己評価活動を実施することにより、
学習者は、授業における個々の活動の意味が
理解でき、自分なりの目標や達成基準を設定
しいかに達成するかを考えながら活動する
など、主体的に授業に取り組むことができる
ようになったことがわかった。 
また、評価項目と達成目標とを一体化する

ことにより、学習者が自分自身の到達度を確
かめながら自信をもって成果をふりかえる
ことができるようになったこともわかった。 

 以上のことから、毎回の授業の冒頭で授
業の達成目標やその日のテーマを提示した
ことは、学習者の取り組みの姿勢に肯定的な
影響を与えたといえる。その内容を(1)～(8)
にまとめる。 
(1)自分なりの目標や達成基準を設定し、ど
うしたらそれを達成できるかを考えなが
ら活動に取り組む主体性が学習者に生ま
れた 

(2)ふりかえりの観点が明確になることで自
分自身の到達度を確かめながら自信をも
って成果をふりかえることができた 

(3)ふりかえりの結果、学んだ達成感や満足
感を得、意味のある活動になったと感じら
れた 

(4)授業で学んだことを自分の将来につなご
うとする意識をもてた 

(5)皆で目標を共有できたことによりクラス
やグループに一体感が生まれた 

(6)積極的または自主的に取り組もうとする
姿勢が生まれた 

(7)何をしたらいいのかがわかっているため
スムーズに行動でき、次の活動へと気持ち
の切り替えができた 

(8)一つひとつの活動に集中でき、活動にメ
リハリがついた 

 

また、学習者間の相互評価を導入した研究
授業を試行し、その成果を論文にまとめて発
表するとともに、日本教育大学協会保健体
育・保健研究部門全国創作舞踊研究発表会で、
ワークショップ形式で発表した。 
ワークショップでは、仲間とコミュニケー

ションするために有効な「身体や言葉による
働きかけ」がどんなものであるかを探り、振
り返るために、学習者同士が、身体活動の後
に交流した仲間とディスカッションする時
間を設定した。ワークショップの実施状況は
以下の通りである。 
 
実施期間：平成 24年 12月 22日 
対象者：日本教育大学協会加盟大学学生 17
名及び同教員 3名  計 20名 
実施場所：B市民文化会館 
 
ワークショップでは、身体コミュニケーシ

ョンの出現と活性化をねらいとしたレクリ
エーションゲーム、フォークダンス、リズム
ダンスを実施した。中でもグループの一員と
してゲーム全体の雰囲気や勢いをつくり出
す体験のための教材である即興的な身体表
現「ザブンゲーム」と、グループが一体とな
って活動する体験のための教材である「風船
バレー」では、グループの成長をねらい、同
一メンバーの小グループで活動した。それに
より、ワークショップ型の学びとして、企画
者の意図にしばられず、活動が展開されるこ
とを期待した。活動の終盤には、活動を共に
した小グループでのディスカッションと、グ
ループのディスカッションの内容を全員で
共有する場とを設定した。 
ディスカッションの前には、ふりかえりシ

ートを配布し、各自の感想を記入させた。最
初に示した今日の目標「誰とでも分け隔て
なく、一緒に楽しく活動すること」を示し
た後、各教材について、「やってみて仲間と
楽しく交流できたと感じた活動に○を、仲
間と距離を感じたり難しくてやりにくかっ
た活動に×を記入する欄」と「それぞれの
教材についての感想を書く欄」を設定した。
そして、下記の３つについて自由記述の欄
を設定した。 
(1) ザブンゲームの中で、楽しく行うため

に自分が工夫したことはありました
か？ 

(2) 風船バレーでラリーを続けるために仲
間にどんなはたらきかけをしました
か？ 

(3) 仲間の感想を聞いて気づいたこと・学
んだことがあったら、是非教えてくだ
さい。 

上記(1)～(3)の自由記述欄における学習
者の内省文を文章ごとにラベル化し主題ご
とに分類した。その結果は以下の通りである。 



 

 

「ザブンゲーム」では、「意外な流れになる
ようにアクションする」「色んなザブンを
発展させてつけていくとより面白かった
（小さいザブン・低いザブン）」「切り返し
をあえて行う。」「その方が相手がワァ～っ
てなってたので、声も出やすかったかなと
感じました」などの記述から、学習者が活
動を楽しくするためにバリエーションや
間の工夫を行っていたことがわかった。学
習者は、これらの工夫がゲームの流れをつ
くり出すことに気付いていたといえる。ま
た、「自分からアクションを起こそうとす
る意識」「大きくアクションをする」「表情
や言い方を楽しく使って、グループ全体が
もりあがるような雰囲気をつくった」など
記述から、積極的に大きくアクションを起
こし、楽しい雰囲気を作ろうとする工夫を
していたことがわかった。学習者同士が相
互に自らの工夫によって働きかけ合うこ
とで、グループの活動が楽しくなり、その
雰囲気を通して、コミュニケーションが形
成されていったことが推察できた。 
一方「風船バレー」では、グループが「ラ

リーを続ける」という明確な目標を共有し、
その達成に向かって声かけ・言葉かけとパス
の工夫がなされていたことがわかった。「パ
スする相手の名前を大きな声で言う」「やり
やすいように簡単な名前で統一しました」
「『うまい！！』『ナイス！！』など、プラス
の言葉かけをすること」「相手の方を見て（体
の向き）、とってほしい感じをアピールする」
「風船の滞空時間を長くする」などは、その
典型例である。 
パスの工夫のなかには、「あえて中継を使

うために、パスする相手の名前とは別のとこ
ろへとばしました」「名前を呼んで、まわり
の人も反復したり、中継を呼びかけたりしま
した」というものもあった。意図的に中継プ
レーを利用してパスをつなぐといった、全員
がゲームに参加できるための工夫が試みら
れていたことがわかった。 
ワークショップの結果、学習者は、教材の

特性に応じて、グループ活動を活性化させる
ための行動やグループ全員が参加できるよ
うな言葉かけを工夫し、意図的に行っていた
ことがわかった。また、今回のワークショッ
プでは、各教材は、筆者らが設定したルール
をもとに始められたのであるが、そのルール
の活用は参加者に委ねられ、上記に示した工
夫の結果、各グループにおいて予測以上のル
ールの改変・発展がみられた。 
「誰とでも分け隔てなく、一緒に楽しく

活動すること」を目標に、状況に応じてル
ールを改変・発展させながら、動きのバリ
エーションや間を工夫し、声かけ・言葉か
けを行い、大きなアクションやアイコンタ
クトを用いることによって、学習者相互に

良好な間身体コミュニケーションが形成さ
れていくことが明らかになった。 
 
今後は、調査結果の分析を進め、学習者が

相互に望ましい言動であると評価する言動
を明らかにしたい。その結果をもとに、「学
習者自身の自己受容」「他者受容」「他者理解」
の観点から、「どんな状況下で、どんな行動
ができることが望ましいか」に関する、教師
による第三者からの評価ツールの作成を試
みたい。 
とりわけ、体ほぐし領域には教員による具

体的な評価項目や評価ツールが確立されて
いないため、今後の本研究の進展による評価
項目や評価ツールの開発が期待される。 
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